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編集者のことば
綜合的・基礎的な都市研究の必要性は，強まりこそすれ，弱まるはずはない。しかし，最近は，
状況がすこし変わってきたのではなかろうか。というのは，科学的な都市研究の声を引出させた都
市問題の様相が変化してきたと考えざるをえないからである。
当初本学発足のころ一部の者の聞で話されていた都市研究は，都市が今知られているような困難
な問題に現実に直面する前であった。昭和24,5年ころと言えば，問題は，経済復興であり，新しい
民主政治の軌道であり，個々人の生活をなりたたせるために社会と国をどうするかということであ
った。そこで考えられた都市研究は， したがって比較的に一般論的な関心の発露であった。
しばらくして，約10年ほど前に学内有志の手によって具体的な共同研究が始められ，これを都市
研究として発展させようとし、う方向がうちだされたのは，時代が，特にこの東京が，世界において
もきわだつ深刻な都市問題に直面し，その解決が市民にとっても行政にとっても緊急の課題となっ
たからであった。そしてまた，その理由によって，都市研究は，現代日本の都市なかんずく東京が，
将来の運命をかけて推進すべき事業であった。しかしその後現在にいたるまで，そのような事業は
ついに着手されなかった。その原因や理由は，ここて、は問わなし、。
ただ認めなければならないことは，この聞に，都市問題の様相一一単に客観的な事実だけでなく
これを迎える市民と行政の対応の仕方を含めてーーが変わってきたことである。たとえば，道路の
問題は，どうして自動車を通すかということから，自動車による公害をどう処理するかへ，また交
通事故をどうするかということから，略式裁判や自動車保険をどう改善するかになった。その公害
は，何が公害かという問題の論争から，工場の疎開，被害者への補償，環境諸権の主張等々，具体
的方策の実施の方を問題とするようになった。
要するに，都市問題のあること，重大なこと，対策が求められていること，できることを緊急に
実施すべきこと，等々は，もはや周知となった。それだけ，人の考え方は進んだ。しかし勿論，都
市問題がこれで解決したとか解決しそうだとかし、うことは，絶対になし、。むしろ言ってみるならば，
都市問題は，段階を何歩か進めたのである。この事実の前に， 10年前の都市問題論は，もはや通用
しなし、。それを前提とした都市研究の主張も，意義が変わったのは当然である。
われわれのめざす都市研究は，そのような都市問題を追いかけてゆくこと一一むしろ追われるこ
とと言った方がし、L、かもしれないーーではなし、。よかれあしかれ順次変転する都市問題をうみだし
てゆく，したがって変転させてゆく原動力をつかまえて，その法則性を解明し，そしてこれをわれ
われの現在と将来の生活のためにコントロールする方途を探ることである。言ってみれば，都市と
いうことばによって目に映ずる現実の諸現象の底に，これを可能にする原基をあばきだすことであ
る。その原基は，もはや都市という日常用語では包みきれないものかもしれなし、。すくなくとも，
いわゆる都市だけにとどまらず，現代社会の基本構造そのものの一つの表現であると理解しなけれ
ばなるまし、。それでは，その原基とは何か，なぜそれが現在の都市問題の底に存在するのか，そう
問われるだろう。これに答えるのが，今日以降の都市研究の背負うべき諜題ではなかろうか。
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